
 

 人・農地プランの作成地域で、担い手を中心として

農業の構造改革に積極的に取り組もうとする地域 

 耕作放棄地を含む地域においては、協定期間に解消

を図ることができる地域 

  多面的機能を発揮させるための農村資源の保全管

理構想を策定するとともに、生態系保全活動に取り

組む地域 

①農地維持支払（農業者等の組織） 

主な対象活動：ⅰ）農地法面の草刈り、水路の泥上げ、農道の砂利補充等 ⅱ）地域資源の保全管理構想の作成等 

資源向上支払（非農家を含む組織） 

②資源向上支払（共同活動）・・・・地域資源の質的向上を図る共同活動 

主な対象活動： ⅰ）水路、農道、ため池等の軽微な補修 ⅱ）植栽による景観形成、ビオトープづくり等、農村環境保全活動 

         ⅲ）多面的機能の増進のための活動 

③資源向上支払（長寿命化）・・・・施設の長寿命化のための活動 

主な対象活動：農業用水利施設等の補修、更新、農道舗装等 

 交付単価      国・県・市町の合計額 （単位：円/10a） 

 

栃木県では、 

②資源向上支払（共同活動）の単価について、活動期間に関わりなく、上記のとおり同一の単価とします。 

③資源向上支払（長寿命化）については、現農地・水の協定の中で、向上活動支援に取り組んでいる区域において、平

成 28 年度までの協定期間に限り、支援対象となります。（復旧活動支援を含む） 

地目 ①農地維持支払
②資源向上支払

（共同活動）
③資源向上支払

（長寿命化）

田 3,000 1,800(1,500) 4,400

畑 2,000 1,080(  900) 2,000

草地   250    180(  150） 　400

②資源向上支払（共同活動）で多面的

機能の増進を図る活動に直ちに取り

組めない地区については、交付単価に

5/6 を乗じた交付となります。 

（ ）内は、5/6 単価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（基本的考え方） 

 集落機能を高めることで、農業・農村の持つ多面的機能の維持・発揮と、担い手への農地集積を推

進するため、農地維持支払を中心として推進します。 

 現行の農地・水保全管理支払で行っている本県独自の生きもの調査を発展させ、「エコ農業とちぎ」

の一層の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

栃木県における多面的機能支払制度の取組について 

対象とする地域（以下のすべてを満たす地域） 

平成 26 年度から【日本型直接支払い制度】多面的機能支払制度が始まります。

活動内容 

現農地・水の共同活動に

取り組んでいる地域は、

①＋②の活動に取り組

むことを基本とします。

1 つ以上の活動を毎年実施します 
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